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福島県畜産関係団体連絡協議会

　福島県畜産関係団体連絡協議会（構成18団体、紺野宏会
長）は、９月21日に内堀雅雄県知事を始め県議会等に対し
来年度に向けて畜産関係予算編成の要望を行いました。
　要望内容は下記のとおりです。

１　畜産生産基盤の再生拡大対策
　避難休業を余儀なくされている被災畜産農家の経営再開
や意欲ある担い手の確保育成に向け、生産基盤である家畜
の導入や施設・機械の整備等に対し支援すること。
　新型コロナウイルスによる需要の停滞や原材料の価格高
騰により収益性は悪化しており、加えて経営者の高齢化、
後継者不足により、取り巻く環境は厳しい状況下にあるこ
とから、大震災により脆弱化した生産基盤を再生拡大する
ために積極的な対策を講ずること。
　⑴　酪農生産基盤安定確保および酪農振興対策
　⑵　肉用牛生産基盤安定確保対策

⑶　避難指示解除地域および避難休業畜産農家経営再開
対策

　⑷　畜産ICT機器および搾乳牛ロボット等導入支援対策
２　肉用牛肥育経営安定対策（牛マルキン制度）
　昨年４月より国は算定方式を地方ブロック単位へ変更し、
福島県の交付金単価は大幅に減額してしまったことから、
生産者が安心して経営できるよう牛マルキン制度を本県の
実態に即した算定方式に見直すよう国に強く要望すること。
３　堆肥等の処分・流通対策及び自給飼料生産基盤回復対策
　農家に滞留している汚染堆肥・自給飼料の早期処分、ま
た、安全性が確認されている堆肥の運搬散布への助成や耕
種農家との流通・マッチングによる積極的な利用促進及び
広域的な有機性資源の循環利用に向けた対策を講ずること。

　また、自給飼料基盤の除染対策や回復・再生及び牧草等
の広域流通のための支援を強化すること。
４　県産畜産物の風評払拭並びに流通消費対策
　本県畜産物への風評は根強くいまだに適正な評価を得ら
れない状況が続いていることから、消費者及び流通・小売
業者等に対し、行政による正確な情報発信と理解醸成によ
る風評の払拭並びに観光関連業者等との連携強化や地産地
消と食育の推進による消費拡大のための対策を強化するこ
と。
　また、本県産畜産物の福島ブランドの再構築に向け、食
の安全を保証する第三者認証GAPの取得およびHACCP導
入に向けたきめ細かな支援をすること。
５　種雄牛造成、繁殖雌牛整備及び第12回全国和牛能力

共進会対策
　地域の魅力ある産地形成及び生産基盤の維持、拡充を図
るため、優良基礎雌牛の保留増頭対策、ゲノミック評価等
による和牛改良の迅速化・効率化及び消費者ニーズに即し
た種雄牛造成など改良体制を構築すること。
　また、令和４年度鹿児島で開催される第12回全国和牛
能力共進会に向け、出品牛の飼養管理や輸送費等の経費へ
の助成及び販売・PR対策など総合的に支援すること。
６　産業動物診療獣医師の確保定着対策
　家畜疾病・防疫対策や飼養衛生管理指導を行う産業動物
獣医師は本県畜産業の維持発展に不可欠であるにもかかわ
らず慢性的に不足していることから、将来にわたる獣医師
確保に向けて魅力ある福島県を学生にアピールするために
組織を超えた獣医学学生実習制度（インターンシップ）を
実施するなど、産業動物獣医師の確保、定着に向けより一
層きめ細かに支援すること。

令和４年度畜産関係予算等要望活動令和４年度畜産関係予算等要望活動
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第６2回福島県農業賞表彰式第６2回福島県農業賞表彰式
畜産で２経営体が農業十傑に畜産で２経営体が農業十傑に

　宗像 実さん洋子さんご夫妻は、郡山市中田町で、酪農

を中心に水稲をあわせた複合経営を行っており、後継者で

ある敦さんとの家族三人での経営となっています。

　実さんが昭和43年に、洋子さんは昭和50年に就農され、

ご夫婦で45年以上酪農を営まれています。

　高品質生乳を生産するため、牛群検定を40年以上にわ

たり継続し、データに基づく徹底した個体管理を行ってい

ます。それにより県酪農業協同組合よりほぼ毎年連続で乳

質改善優良組合員として表彰されています。

　個体管理の特徴としては、１日の給餌を４回（朝・昼・

夕・夜）としており、個体観察の機会を増やすことにより、

常に個体の微妙な状態の違いを把握し、それによりエサの

増減を図り、極力エサのロスを少なくしています。さらに、

個体観察により健康管理をしながら、状態の悪い個体につ

いては、必要に応じて早めに受診治療させることができ、

個体の寿命を延ばし、経費の削減にもつながっており、こ

うした個体管理は、洋子さんが中心になって行っています。

　実さんは、平成27年より福島県酪農業協同組合の代表

理事組合長や公益社団法人福島県畜産振興協会会長等の

様々な要職に就き、今年度任期満了により勇退されるまで

の二期６年間務められました。福島県酪農業協同組合長就

任当時は、東日本大震災から４年目の年で、風評被害も強

く、復興途上の大変な年でしたが、県内の被災酪農家のた

めの復興牧場の建設運営等に尽力されるとともに、その後

のコロナ禍での牛乳の需給調整が難しい中でも、福島県酪

農家の先頭に立ち対応されてきました。

　後継者の敦さんは、地域の畜産農家が共同で作業を行っ

ている飼料作物生産組織に所属し、遊休農地を解消しなが

ら、飼料用トウモロコシや飼料用麦を生産しています。

　今後は、さらなる高品質生乳生産のため徹底した個体管

理と畜舎環境の改善に継続的に取り組まれるとのことです。

　これまでのご努力ご尽力にあらためて敬意を表しますと

ともに、今後とも地域農業の発展のためにご活躍されるこ

とをご期待申し上げます。

（県中農林事務所農業振興普及部）

宗像 実さん（左）と洋子さん（右）

　第62回農業賞表彰式が９月３日、福島市杉妻会館で行われ、郡山市の宗像 実氏（酪農）と白河市の有限会社肉の秋元本店（養

豚）が、農業経営改善部門農業十傑として表彰されました。

　これまでのご苦労・ご努力に敬意を表するとともに一層の経営発展と地域農業への貢献をご期待申し上げ、受賞者の方々

をご紹介します。

「宗像 実さん　洋子さん」
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　有限会社肉の秋元本店は、白河市大信で養豚と精肉店、

加工場を経営しています。昭和54年に養豚の規模拡大を

図るため法人化し、昭和63年には繁殖用豚の導入を開始、

飼養頭数も600 ～ 700頭に拡大して、肥育経営から徐々に

一貫経営に切り替えました。その後、平成17年に専務取

締役だった秋元幸一さんが父親に代わって代表取締役に就

任しました。秋元さんは現在白河市農業委員、白河市畜産

振興協議会長、福島県食肉生活衛生同業組合・福島県食肉

消費対策協議会理事長の各要職を務め、地域の農畜産業の

振興にも尽力されています。

　同社の養豚経営の基本は「血統を重視した肉質改善」に

あります。より高い肉質となる交配形式を追求した結果、

三元交雑WBD種（Ｗ：大ヨークシャー種、Ｂ：バークシャー

種、Ｄ：デュロック種）に到達し、優良な系統の原種導

入、種豚の選抜、継代を重ねながら自家繁殖による生産に

取り組んでいます。平成17年には、ステアリン酸、リノー

ル酸、リノレン酸など現代人の健康に必要な栄養素を多く

含み、赤身と脂のほどよいバランスと旨味のある独自ブラ

ンド「白河高原清流豚」の商標登録を取得しました。

　同社は食肉加工にも力を入れており、現在では自社買い

戻し豚肉の約２割を加工に向け、約20種類の商品を製造・

販売しています。

　さらに、近年の畜産農場における衛生管理意識の高まり

に対応し、平成30年12月には、農場HACCP推進農場の指

定を受け、本年度中の農場HACCPの認証取得を目指して

います。

　今後はインターネット販売について情報発信力の強化を

図るほか、直営販売店を持つ強みを生かして、消費者の贈

答品等多様なニーズにきめ細かに対応するなど販売チャネ

ルの拡大に積極的に取り組まれようとしています。

（県南農林事務所農業振興普及部）

有限会社肉の秋元本店秋元幸一代表取締役と秋元真理子取締役

「有限会社肉の秋元本店」



— 4 —

畜　　産　　福　　島

第37回 福島県ホルスタイン共進会開催！

福島県酪農業協同組合
　福島県乳牛改良推進協議会（会長　円谷勝幸）主催によ

る第37回福島県ホルスタイン共進会（農林水産祭参加事

業）が、10月15日（金）に本宮市の福島県家畜市場におい

て開催されました。

　当日は青天となり天候にも恵まれ、日頃から手入れの行

き届いた20頭の愛牛が県内各地より出品されました。審

査委員長には県農業総合センター畜産研究所所長 坂本秀

樹 氏、審査委員には（一社）日本ホルスタイン登録協会

より國行 将敏 氏、アシスタント審査員には県農業総合セ

ンター畜産研究所酪農科長 壁谷昌彦 氏を迎え、未経産三

部門、経産三部門の計六部門に分かれ審査が行われました。

　各部厳正な審査の結果、見事グランドチャンピオンの栄

冠には福島市の鈴木奨悟さん所有の「ヒルトンステージ　

ラスター　ブラツト　ET」号が輝き、農林水産大臣賞を

獲得、リザーブグランドチャンピオンには本宮市の（株）

Ｔ・ユニオンデーリイさん所有の「Ｔ．ユニオン　ラグア

ツプル　ナンシー」号が選ばれ農林水産省畜産局長賞を獲

得、準リザーブチャンピオンには田村市の白土達也さん所

有の「ホワイトヒル　ソロモン　ロキシー」号が選ばれ農

林水産省東北農政局長賞を獲得しました。

　末筆になりますが、本共進会開催につきまして、福島県

をはじめ関係団体、各業者の皆様からのご後援やご協賛を

賜りました。

　コロナ禍でありましたが、出品者・関係者の皆様のご協

力のもと、無事に開催できましたことに心より感謝を申し

上げます。

部別 受賞 本　牛　名　号 父　牛　名　号 生年月日 市町村 出品者　氏名

第１部 優等賞 申請中 ウオルナツトローン　サイドキツク　ET R3.2.28 耶麻郡磐梯町 足利　秀忠

第２部 優等賞 イワノー　キング　ドツク　スノー ウツドクレスト　キング　ドツク R2.7.9 岩瀬郡鏡石町 福島県立岩瀬農業高等学校

第３部 優等賞 ホワイトヒル　ソロモン　ロキシー キヤンビン　ソロモン　クロス R2.6.30 田村市 白土　達也

第４部 優等賞 ヒルトンステージ　ダイアモンドバツク　エンドレス ミスター　Ｄ　アツプル　ダイアモンドバツク R1.7.15 福島市 鈴木　奨悟 ベストアダー

第５部 優等賞 Ｔ．ユニオン　ラグアツプル　ナンシー ウオールナツトローン　ソロモン　ET H30.5.20 本宮市 ㈱Ｔ・ユニオンデーリィ ベストアダー

第６部 優等賞 ヒルトンステージ　ラスター　ブラツト　ＥＴ レーガンクレスト  GV　S　ブラツドニック　ET H26.10.15 福島市 鈴木　奨悟 ベストアダー

部　別 本　牛　名　号 父　牛　名　号 生年月日 市町村 出品者　氏名
農林水産大臣賞

（グランドチャンピオン） ヒルトンステージ　ラスター　ブラツト　ＥＴ レーガンクレスト  GV　S　ブラツドニック　ET H26.10.15 福島市 鈴木　奨悟

農林水産省 畜産局長賞 
（リザーブチャンピオン） Ｔ．ユニオン　ラグアツプル　ナンシー ウオールナツトローン　ソロモン　ET H30.5.20 本宮市 ㈱Ｔ・ユニオンデーリィ

農林水産省 東北農政局長賞
（準リザーブチャンピオン）ホワイトヒル　ソロモン　ロキシー キヤンビン　ソロモン　クロス R2.6.30 田村市 白土　達也

第37回福島県ホルスタイン共進会　褒賞牛　一覧表
審査委員長　　福島県 農業総合センター 畜産研究所　所長　坂本　秀樹 氏
審査委員　　　一般社団法人 日本ホルスタイン登録協会　事業部部長　國行　将敏 氏
アシスタント審査員　福島県 農業総合センター 畜産研究所　酪農科長　壁谷　昌彦 氏
開 催 月 日：令和 3 年 10 月15 日（金）
共進会会場：福島県家畜市場（本宮市関下）
出品名簿頭数：２４頭　出場頭数：２０頭　欠場頭数：４頭
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第42回 牛乳・乳製品利用料理コンクール福島県大会開催！

第54回 ＪＡグループ福島肉牛枝肉共励会

福島県牛乳普及協会

全国農業協同組合連合会　福島県本部　畜産部

　福島市松川町の福島県学校給食会にて、第42回 牛乳・

乳製品利用料理コンクール福島県大会が、10月21日（木）

に開催されました。畑中料理研究所所長 畑中成純氏を審

査委員長に、公益社団法人福島県栄養士会会長 鈴木秀子

氏、一般社団法人福島県調理師会会長 川副憲雄氏、福島

県農林水産部畜産課課長 森口克彦氏、福島県牛乳普及協

会会長 紺野宏が審査員を務めました。県内の高校・専門

学校・大学・一般から628名、680作品の応募があり、書

類審査で選ばれた６名による実技審査が行われました。出

場者の皆さんは、少し緊張しながらも一生懸命に料理を作

り、とても素敵な作品が出来上がりました。

　今年度の最優秀賞には、福島県立耶麻農業高等学校の大

八木心美さん考案の「耶麻高産そば尽くし！チーズ入り鶏

そば団子とそばの実たっぷりミルクスープ」が選ばれまし

た。大八木さんの作品は、学校で育てたそばの実を使用し、

チーズ入りの鶏そば団子をミルクスープにしており、そば

の実でつく、スープのとろみがポイントとなっています。

　今年度も、新型コロナウィルス感染防止を徹底して大会

を無事に終えることができました。関係者の皆様には改め

て御礼申し上げます。

　10月７日（木）に東京都中央卸売市場食肉市場にて第54

回JAグループ福島肉牛枝肉共励会（東京会場）を開催い

たしました。当共励会には和牛去勢61頭・和牛雌19頭の

計80頭が上場されました。

　共励会成績につきましては昨年と比べ平均枝肉重量はや

や低下したものの、枝肉単価が上昇したことにより平均枝

肉金額は1,231,443円で昨年比+29,272円と前年を大きく上

回る結果なりました。

　また、上物率（４等級以上）は昨年をさらに上回る97.5％

となり、福島県の肥育技術の高さを購買者、他県生産者へ

アピールしました。

　最高位となる最優秀賞はJA東西しらかわの増子 洋 氏の

出品牛（去勢）が受賞されました。

　受賞牛は枝肉重量499㎏、ロース芯面積110㎠、バラ厚9.3㎝、

BMS№12と肉質・体型ともに優れたものであり、枝肉単

価は5,050円で㈱コシヅカに購買頂きました。

　11月19日には同共励会の郡山会場が開催予定となって

おり、引き続き生産者の皆様の日頃の飼養管理技術が結集

された、高品質な共励会となることと期待しております。

最優秀賞：大八木 心美さん（福島県立耶麻農業高等学校）

最優秀賞
受賞牛



— 6 —

畜　　産　　福　　島

　福島県沿岸部の被災地域で、表土剥ぎと客土により除染

したほ場の有効利用及び地力向上を目的として、トウモロ

コシ子実の栽培を検討しています。トウモロコシ子実サイ

レージは、濃厚飼料の輸入依存から脱却し、飼料自給率の

向上を図る上で重要な飼料原料として期待されています。

　本研究では、子実用トウモロコシの国産濃厚飼料として

の有効性を確認し、利用拡大による自給率向上を図るため、

県内酪農家で給与する発酵TMRの濃厚飼料の35%をトウ

モロコシ子実サイレージで代替しました（表１）。その結果、

乳量及び乳成分に影響もなく（表２）、乳牛の嗜好性も良

好（図１）なことから、トウモロコシ子実サイレージは濃

厚飼料の一部を代替する飼料として有効であると考えられ

ました。

　これらのことから、トウモロコシ子実サイレージは発酵

TMRの原料に利用でき、飼料自給率の向上につながると

考えます。

　本研究は「食料生産地域再生のための先端技術展開事業

(農林水産省)」を活用して取り組みました。

福島県農業総合センター畜産研究所

県内産トウモロコシ子実サイレージは
発酵混合飼料（TMR）の原料として適している（農家実証）

原物 % １頭あたり配合量（原物㎏）
試験区 対照区 試験区 対照区

輸入乾草（クレイングラス等） 25.8 24.3 7.8 7.3
トウモロコシ子実サイレージ 7.6 0.0 2.3 0.0
配合飼料 11.6 21.7 3.5 6.5
粕類 36.0 37.1 10.8 11.1
大豆粕 2.6 0.0 0.8 0.0
糖蜜、他 16.4 16.9 4.9 5.1

トウモロコシ子実
サイレージ代替 TMR 慣行発酵 TMR

トウモロコシ子実
サイレージ代替 TMR

給与前
乳量（㎏ / 日） 27.1 25.5 26.8
乳脂肪率（%） 4.0 4.2 4.0
乳蛋白質率（%） 3.2 3.5 3.0
無脂固形率（%） 8.9 8.9 8.6
MUN（mg/dl） 9.9 10.2 10.7

表１　TMR の配合割合

表２　乳量及び乳成分の比較

注）大豆粕：CP 調整用

注）トウモロコシ子実サイレージ給与の有無で有意差なし
（p<0.05、Student の t 検定）

図１　乳牛への嗜好性は良好
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　10月19日（火）、福島県家畜市場（当協会所有）にかわ

いいお客様が訪れました。

　生活科の授業で見学に訪れたのは、本宮市立岩根小学校

２年生８名と引率の先生です。

　例年、セリ開催に合わせ見学を受け入れていましたが、

新型コロナウイルス対策を考慮しセリ日以外の見学となり

ました。そのため、本物の牛を見ることができずがっかり

した子もいましたが、実際に牛が動くコースを順番に見て

回り説明を受けると、市場の設備に興味津々でたくさんの

質問がありました。

　家畜市場を初めて見学した子供たちでしたが、この体験

を通して畜産に興味を持ち少しでも身近なものと感じても

らえたように思います。子供たちは教室に戻りクラスの他

の子たちへ教えあうそうです。そこで話を聞いた子たちも

畜産に興味を持ってくれることを願います。この活動は子

供たちの畜産への理解醸成につながる重要なことですの

で、このような活動が広がるよう当会としても大いに協力

してまいります。

福島県養鶏協会

公益社団法人　福島県畜産振興協会

　当協会は、10月８日、キョウワグループ・テルサホール

（福島テルサ）において「令和３年度高病原性鳥インフル

エンザ等の防疫対策会議」を開催しました。

　会議には23名の会員生産者が参加し、県畜産課と福島

県中央家畜保健衛生所の職員及び㈱ピーピーキューシー白

田一敏代表取締役（獣医学博士）の講話後に質疑応答をす

る流れで進められました。

　県畜産課からは、「昨シーズンにおける高病原性鳥イン

フルエンザの発生状況」と「改正飼養衛生管理基準」につ

いて情報提供。続いて県中央家畜保健衛生所から「県にお

ける防疫対策の取り組み」を説明し、白田代表取締役が「昨

シーズンの発生県（発生現場）の課題と対応」のテーマで、

現地で知りえた実情を話しました。

　参加者は、各講話を通じて①昨シーズンは、昨夏にシベ

リアで検出されたＨ５Ｎ８亜型ウィルスがユーラシア大陸

の東西で猛威を振るった②国内18県52事例の発生により

殺処分羽数が過去最大に（国内飼養羽数の3.1％にあたる

約987万羽）③殺処分羽数の約50％が大規模農場、約26％

が密集多発型④「埋却地等の確保」「家きん舎ごとの飼養

衛生管理者の配置」「大規模農場における発生時の対応計

画の策定」を盛り込んだ飼養衛生管理基準の改定がなされ

た⑤万一の発生時は農場での早期封じ込めと蔓延防止の徹

底が必要⑥県では平時から県高病原性及び低病原性鳥イン

フルエンザ対策本部組織内の連携を確立して、建設業協会

等多方面の業界とも連携体制を構築している−ことなどに

ついて認識を深めました。

　また、発生現場では、想定外の出来事が起きて作業が遅

れることもあるため、臨機応変な対応が非常に重要と認識

しました。また、作業が遅れるほど被害拡大につながると

の危機意識も共有しました。

　さらに質疑応答では、主に埋却地等の確保に関して、「近

隣住民の理解醸成」や「試掘結果による代替え地確保」な

ど普段からの不安点を生産者と県が協力して準備・対応し

ていくことを確認しました。

　県内では例年より早い10月６日に白鳥の飛来を確認し、

本格的な鳥インフルエンザ防疫のシーズンを迎えており、

有意義な会議となりました。

高病原性鳥インフルエンザ等の防疫対策会議を開催

見学に来た本宮市立岩根小学校２年生 セリ場内では職員の説明を熱心に聞いている

ようこそ福島県家畜市場へ
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　県内の畜産に携わる女性を対象に、技術の向上、担い手

としての意識の高揚、積極的な経営参画並びに情報交換に

よる生産者同士の交流を目的として平成20年７月11日に

発足したうつくしま福島畜産mother’sクラブｅ－ENの総

会が10月28日「コラッセふくしま」にて開催されました。

（Zoomでの参加者もあり）

　木目澤久實子会長より「畜産は健康を預かる仕事でもあ

り、牛ももちろん働く私たちも健康でなければ務まらない。

コロナ禍の中で思うような活動ができない状況だけれど

も、健康について考え向き合う事が多かったと思う。健康

に留意し、コロナが落ち着き、活動が再開できるようになっ

たら、また皆で協力して活動していきたい。」と挨拶があり、

提出議案は原案通り承認されました。

　また、任期満了に伴う役員改選については、思うような

活動ができない状況だからこそ今までマザーズクラブを支

えてきた方に、次期役員についてもぜひ続投をお願いした

いという要望を受け、全員再任にて承認されました。

　午後からは、全国畜産縦断いきいきネットワーク大会の

福島サテライト会場として参加しました。

　「ピンチはチャンス～リモートで広がる畜産女性の輪～」

をテーマに、全国いきいきネット会員からのビデオメッ

セージや動画スピーチの紹介であったが、生産者の日々の

様子や頑張っている姿を見ることができ、コロナ禍の状況

で直接の交流はできないが、新しい交流の仕方の参考にな

りました。北海道で酪農をしている小林さんが「空はつな

がっている…悩んだ時や、苦しいとき、空を見上げて頑張

る仲間の姿が思い浮かんで自分も頑張れる」そうやって乗

り越えてきた今がある。心に沁みるメッセージに、震災当

時を思い出しました。直接会って交流することは叶わない

今ですが、気持ちは繋がることが出来ることを思い出しま

した。参加者からも参加して良かったとの声が寄せられ、

久しぶりにリフレッシュできた様子でした。

公益社団法人　福島県畜産振興協会

✿うつくしま福島畜産m
マ ザ ー ズ
other’s クラブｅ

イ ー エ ン
－ EN令和３年度総会を開催✿

出席した役員（中央が木目澤会長）
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肉用子牛生産者補給金制度発動状況
　令和３年度第２四半期（令和３年７月～９月）

　　　販売月 肉専用種
（東北ブロック福島県） 交雑種（全国） 乳用種（全国）

令和３年７月

確定単価 0 40,140.9 33,510.6

概算払い単価 0 36,498.9 29,957.7

精算払い単価 0.0 3,642.0 3,552.9

令和３年８月

確定単価 48,348.0 61,515.0 29,024.1

概算払い単価 46,477.2 60,016.8 27,918.3

精算払い単価 1,870.8 1,498.2 1,105.8

令和３年９月 確定単価 3,992.4 20,589.3 35,327.7

区　　　分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種 乳　用　種 交　雑　種

保 証 基 準 価 格 541,000 498,000 320,000 164,000 274,000

合 理 化 目 標 価 格 429,000 395,000 253,000 110,000 216,000

平 均 売 買 価 格 720,400 600,500 ― 245,300 326,900

補 給 金 単 価 ― ― ― ― ―

（単位：円）

（単位：円／頭）

※「その他の肉専用種（日本短角種等）」については、令和２年度より算定期間を１年（４月～３月）としています。

令和３年度第２四半期においては、全ての品種について、平均売買価格が保証基準価格を下回らなかったことから、
生産者補給金は交付されないこととなりました。

※各支援対策による積立金納付猶予対象牛については交付金単価の 3/4 の支払となります。
※Ｒ３. ７月販売分より概算払単価は、標準的生産費と標準的販売価格との差額に 100 分の 90 を乗じた額から
　6,000 円を控除した額となります。

肉用牛肥育経営安定交付金制度　(牛マルキン制度）　発動状況

　今般、畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機

械導入）に係る補助金支出の遅れにより、基金残高が

増えていると指摘されたことを受け、農林水産省畜産

局企画課長から、支払いの早期化のため、右記の内容

について畜産クラスター協議会へ徹底を図るよう通知

がありました。各畜産クラスター協議会におかれまし

ては、右記の内容をご確認いただき、機械導入後１ヶ

月以内に実績報告書を提出されますようお願いします。

【指導のポイント】
１　機械導入の予定日を畜産クラスター協議会と取組

主体（農家）の間で共有すること。

２　事業参加承認時に機械導入後１ヶ月以内に実績報

告の提出が必要となることについて、取組主体（農

家）に指導すること。

３　畜産クラスター協議会は、取組主体（農家）に対

して機械導入後の手続きを周知徹底するとともに、

導入後１ヶ月以内となっている提出期限までに提出

されなかった場合は、速やかに督促をすること。

公益社団法人　福島県畜産振興協会

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入）に係る
機械導入後１ヶ月以内の実績報告書提出について
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家　畜　取　引　状　況　報　告
令和３年 ９〜10月 和牛子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和３年 ９〜10月 乳子牛市場成績 （県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和３年 ９〜10月 乳子牛市場成績 （県家畜市場） 
福島県酪農業協同組合	 （税込み）

開催月 性別 頭　数
（頭）

取引価格（円） 平均体重
（㎏）

平均単価
（円／㎏）

平均日齢
（日）

販　売　先

最　高 最　低 平　均 県　内 県　外

９

雌 303 1,093,400 50,600 649,617 289 2,247 289 165 138

雄

去勢 380 1,211,100 254,100 772,041 318 2,429 281 179 201

計 683 1,211,100 50,600 717,730 305 2,352 285 344 339

10

雌 338 1,325,500 218,900 661,357 285 2,319 285 164 174

雄

去勢 417 1,168,200 251,900 798,046 313 2,546 280 162 255

計 755 1,325,500 218,900 736,853 301 2,450 282 326 429

開催月 資格 頭数
（頭）

取引価格（円） 平均単価
（円／㎏）

平均体重
（㎏）最高 最低 平均

９

乳 登 2 132,000 33,000 82,500

妊 娠 牛

E T 和 雌 2 482,900 475,200 479,050 5,507 87

E T 和 雄 2 497,200 484,000 490,600 6,630 74

乳 雌 牛 1 19,800 19,800 19,800 366 54

乳 雄 牛 23 141,900 11,000 99,000 1,307 76

乳 去 勢 子

F1  雌（育成）

F1  去（育成）

F1 雌（スモール） 59 345,400 88,000 188,678 2,529 75

F1 雄（スモール） 53 330,000 88,000 232,723 2,861 81

計 ・ 平 均 142 497,200 11,000 196,249 2,573 76

10

乳 登

妊 娠 牛

E T 和 雌 2 522,500 482,900 502,700 4,429 114

E T 和 雄 7 689,700 456,500 584,415 5,811 101

乳 雌 牛 1 8,800 8,800 8,800 142 62

乳 雄 牛 24 152,900 53,900 110,000 1,525 72

乳 去 勢 子

F1 雌（育成）

F1 去（育成）

F1 雌（スモール） 55 205,700 20,900 150,380 2,109 71

F1 雄（スモール） 49 276,100 126,500 184,485 2,481 74

計 ・ 平 均 138 689,700 8,800 181,564 2,434 75

開催月 種別 頭数
（頭）

取引価格（円）

最　高 最　低 平　均

９月
第311回

ホ ル 雄 59 183,700 27,500 108,229
ホ ル フ リ ー 5 45,100 8,800 30,140
F 1 　 　 　 　 雌 101 310,200 34,100 189,766
F 1 　 　 　 　 雄 81 327,800 102,300 225,772
和 牛 雌 1 536,800 536,800 536,800
和 牛 雄 7 553,300 454,300 508,671
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 254 553,300 8,800 189,321

10月
第312回

ホ ル 雄 73 171,600 11,000 106,685
ホ ル フ リ ー 2 53,900 47,300 50,600
F 1 　 　 　 　 雌 73 314,600 79,200 169,882
F 1 　 　 　 　 雄 71 315,700 77,000 182,259
和 牛 雌 4 499,400 456,500 473,825
和 牛 雄 16 608,300 292,600 497,544
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 239 608,300 11,000 180,280


